
留萌地区 教育経営研究会

１ 目 的 道小・道中と連携を図り、教育界を取り巻く今日的諸課題について、情報・

意見交流を行うとともに、研修テーマに基づく学習会を通じて、会員の資質向

上に努め、学校経営の充実安定を図る。

２ 主 催 北海道小学校長会 北海道中学校長会 留萌管内小中学校長会

３ 後 援 羽幌町教育委員会

４ 期 日 令和４年９月２６日（月）

５ 会 場 羽幌町中央公民館

６ 参加者 留萌管内小中学校長会員他（計３２名）

７ 日 程 １０：００ 開会式

１０：２０ 全国・全道情勢報告 質疑応答

１２：００ 昼食・休憩

１３：００ 研修会～講話・質疑応答、グループ協議

１５：２０ 閉会式

開 会 式

（１）主催者挨拶 留萌管内小中学校長会 会 長 藤田 智哉（留萌市立留萌中学校）

（２）来賓挨拶 羽幌町教育委員会 教育長 山口 芳徳 様

（３）日程説明・諸連絡

全国・全道情勢報告 質疑応答

◇運営～司会進行：組織部副部長 山口 清敏（苫前町立古丹別小学校）

記 録：組織部 田谷 典久（遠別町立遠別中学校）

西條 直志（苫前町立古丹別中学校）

【情勢報告】

北海道小学校長会 会計理事 末 原 恵 蔵 氏（札幌市立緑丘小学校）

①道小・道中の活動報告

②情報端末配備状況、公立学校教員採用選考の状況・選考試験の改善、令和５年度予算の

概算要求、生徒指導提要改訂等の教育情勢全般についての報告

【留萌地区からの質問・要望事項等に対する回答】

北海道中学校長会 対 策 部 河 村 克 也 氏（岩見沢市立東光中学校）

北海道小学校長会 対 策 部 児 嶋 大 輔 氏（札幌市立西野第二小学校）

①休日の部活動の地域移行について

②新型コロナウイルス感染症に係る対策・対応について

③定年延長・役職定年制の導入について

④教職員定数の改善、小学校教科担任制の充実、加配等の拡充に向けた取組について

⑤特別支援教育に係る専門性の向上に向けた今後の見通しについて

⑥不登校児童生徒のリモート学習の出席の扱いについて



研修会～講話・グループ協議

【演 題】 「令和の日本型学校教育を実現する校長のリーダーシップ」

【講 師】 新 保 元 康 様

ＮＰＯ法人ほっかいどう学推進フォーラム理事長

北海道開発技術センター地域政策研究所参事

元札幌市立屯田小学校長

（１）講話の概要

① 北海道の魅力と地方創生

ア 先代から築き上げられてきた「北海道の歩み」を大切にして「私たちの力で北海道を

盛り上げる」という気概をもって取り組むことが教育の本質ではないかと思っている。

イ 現在、道教委と北海道開発局が連携協定を結び、北海道づくりと教育を一緒に進めよ

うという動きがある。

② 令和のリーダー像

ア ＧＩＧＡスクール構想は日本教育の大転換点であり、単なるデジタル化ではなく「Ｄ

Ｘ」である。学校全体、社会全体の構造が変化しているということで、『日常が変わる』

というイメージをもつことができるかが重要なポイントである。

イ このような変化の時であるから「リーダーシップ」の在り方も変わらなければならな

い。かつての「校長像」は令和の時代には通用しない。

③ 日本の教育の大転換期を迎えて

ア 日本には石油や鉱物のような資源はないが、「人材」という素晴らしい資源がある。

これを強みとして、ますます教育の質を高め、教育を国の中心として伸ばしていかなけ

ればならない。

イ 働き方改革を推進しつつ教育の質を高めるにはＩＴしかないと考える。情報化によっ

て簡単で効果の高い教育が可能になった。そこに「プラスα知恵」が必要である。

ウ 学校現場では、従来のイメージを払拭しなければならない。今までは合意を得てから

実践していくことが多かったが、まずは実践して、その中で変更や改善を加えていくな

ど、考え方を変える必要がある。改革・成長が必要であることは誰もが分かっているこ

とだが、一歩踏み出すことを誰もが躊躇してしまう。それは、変化するときには、一度

FearZone（恐怖のゾーン：大きな負荷がかかり、辛い場面）に落ちることを知っている

からだが、そこを越えなければ安心な領域に行くことはできない。今、正にその大転換

期であるから、管理職はその恐怖を乗り越えるためのリーダーシップを発揮しなければ

ならない。共感して、協働して、働き方改革も入れながら進めることが大切である。

（２）グループ協議

講話を受け、令和の日本型学校教育の実現に向けたＧＩＧＡスクール構想の推進状況に

ついて４つのグループに分かれて協議を行った。講師の新保様にも引き続き協議にご参

加いただいて、各校・各市町村におけるＩＣＴ活用の状況、学校間・関係機関との連携、

学校経営組織等に関する実践及び課題についての情報や意見の交流を行った。

閉 会 式

（１）主催者挨拶 留萌管内小中学校長会 副会長 早坂 康（留萌市立東光小学校）

（２）諸連絡


